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報を提供するとともに、企業の技術相談、共同研究の実施、外部資金応募の支援等の活動を展開してい

る。（図３参照） 

（２）産総研オープンラボツアーの企画 

 恒例となった産総研のオープンラボ（１０月２５、２６日）に中国地方の企業、大学、公設研、支援

機関のメンバーを案内して、産総研をよりよく理解してもらうための企画である。今年もロボットテク

ノロジー技術やバイオテクノロジー技術を中心に案内し、新たなコラボレーションの契機としたい。 

（３）「産総研本格研究ワークショップ in広島」の企画 

 今年は、中国地域のものづくり技術（特にセンサー計測技術、微細加工技術、製造プロセス技術）に

光を当て、中国地域の企業が抱える課題を産総研の技術シーズと結び付け、共同研究に発展した事例を

紹介する予定である。１１月２６日に広島市のメルパルク広島で開催する。 

 いずれも産総研中国センターのホームページで案内しているので参照していただきたい４）。 

 
中国地域の企業群

産総研の研究分野

・ライフサイエンス
・情報通信、エレクトロニクス
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・環境、エネルギー
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図３．産総研中国センター友の会（産友会）の概念図 
 
５．おわりに 

産総研中国センターは、中国地域の現状・課題、ポテンシャル及び２０２０年の将来像５）を踏まえた

地域自立とイノベーション創出を図るために、今後とも関連機関と強固な連携を形成して、戦略的な研

究開発と産学官連携活動を展開して参りたい。中国地域各県における中小企業の技術開発ニーズを産総

研の研究ユニット、各県の研究機関や大学等の技術シーズとマッチングさせ、新たな技術開発テーマの

立ち上げと外部資金の獲得を図るためにも欠かせないのは、それを実践する人材である。異なる分野の

専門性を有するイノベーションコーディネータ、連携主幹を中心にした連携プレイで、積極的なコーデ

ィネート活動をさらに展開して参る所存である。これらの事例を踏まえて、地域イノベーション創出と

イノベーションコーディネータの役割について議論したい。 
 

参考文献 

１）産業技術総合研究所、「独立行政法人産業技術総合研究所 第３期研究戦略 平成２３年度版」、 
２０１１ 

２）産業技術総合研究所、「平成２２年度研究関連等業務活動評価報告書」、２０１１ 

３）バイオマス技術を核とした本格研究の実践～「オープン・イノベーション・ハブ」の具現者として   

  ～，産総研ＴＯＤＡＹ，１０（８），１７，２０１０ 

４）http://unit.aist.go.jp/chugoku  
５）経済産業省中国経済産業局、「ど真ん中！中国地域経済活性化プロジェクト２０２０」、２０１０ 
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講演題目 

優れた産学連携コーディネータの条件 

 

講演者名 

○ 原 陽一郎（東京創研）、鶴峰麻耶子（科学技術振興機構） 

 

 

長岡大学、東京経済大学の共同研究チームは平成 23 年度、科学技術振興機構の委託を受けて、同機

構が実施してきた「地域イノベーション創出総合支援事業」の中の「育成研究」の成果について調査研

究を行った。 
すなわち、「育成研究」のプログラムで事業化に成功した複数の事例のケーススタディを行い、その

結果を総合的に分析することによって、事業化を目的とした産学連携による技術開発を成功させる要因

を明らかにする。とくに、大学の果たすべき役割と大学と企業を結びつけるコーディネータの果たすべ

き役割を明らかにすることを目的とした。 
調査対象とした事例 10 件について、事業化を担当した企業に対して研究者がインタビュー調査を行

ない、得られて情報を総合的に集約・分析した。この調査研究の結果のうち、事業化を目的とする技術

開発の成功要因については、本学術大会で別途、発表した（講演番号２D14「産学連携による新製品開

発の成功要因とコーディネータの役割」。 
 本報告においては、上記の調査研究の成果の中で、イノベーションプラザ・サテライトとそこに所属

して活動した科学技術コーディネータの果たした役割に関する部分と、科学技術振興機構が「地域イノ

ベーション創出総合支援事業」の終了に当って刊行した「産学官連携に向けた挑戦･･･JST イノベーシ

ョンプラザ・サテライトの取組み事例集」の中の、コーディネータにヒアリングして纏めた “第 2 章 

コーディネータの実像”に基づく情報を分析した結果を総合して、産学連携のコーディネータのあるべ

き姿について考察する。 
 なお、われわれは上記の調査研究に引き続いて、平成 24 年度から 3 年間、科学研究費補助金の交付

を受けて、「事業化を目的とした産学連携型技術開発における成功要因と経済性評価に関する研究」を

進めている。この研究の中で、産学連携コーディネータについては、より詳細な調査を行う予定である。 
 
１．JST イノベーションプラザ・サテライトにおけるコーディネータ活動… 
（１）技術開発の流れとコーディネータ活動の関係 

JST イノベーションプラザ・サテライト評価委員会においては、全国 16 箇所のプラザ・サテライト

各館長から年間の活動実績等についてプレゼンテーションを受けていた。これらを元に「地域イノベー

ション創出総合支援事業」の中で、各プラザ・サテライトに所属して活動した科学技術コーディネータ

がそのような役割を果たしてきたかを知ることが出来た。事業化を目指した産学連携による技術開発が
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事業化に⮳る課⛬でコーディネータが行ってきた機能はୗᅗのとおりである。 

 
㸦㸰）㤋㛗が指するコーディネータの᮲件 
評価ጤဨ会等で JST プラザ・ࢧテライトの㤋㛗が上ࡆたコーディネータの᮲件はḟのとおりである。 

㸨 中❧的・公的㌟分 
㸨 Ⴀ業ࢶール㸦ᨭไᗘの⤂、➇த的資金⋓得のᨭ） 
㸨 事業㛤発、ᢏ⾡㛤発のᐇ⦼ 
㸨 ᢏ⾡㠃でのᑓ門知識 
㸨 ே的ネットワーク、情報ຊ 
㸨 感、目ᶆ意識 
㸨 調ᩚ能ຊ 

 
 
㸰㸬⏘学連ᦠの業ഃから見たコーディネータ 
㸦㸯）調査の方法 

JST「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン出⥲合ᨭ事業」の⫱ᡂ研究プログラ࣒でᐇされ㛤発目ᶆを㐩ᡂした

10 事について、研究者が事業化を担ᙜした業ഃのインタࣗࣅー調査を行った。ヲ⣽はㅮ₇␒ྕ㸰

D14「⏘学連ᦠによる新〇ရ㛤発のᡂຌ要因とコーディネータの役」を参↷。 
 

ᴗ化資金
組織力、
ᑓ㛛人ᮦ

⏦ㄳᨭ


㛤Ⓨᵓ想
（䝡ジョン、┠ᶆ）

ィ⏬⏦ㄳ 共ྠ㛤Ⓨの
実

ᴗ化‽ഛ ᴗ化

බເ᥇ᢥ

㛤Ⓨ⟶⌮
ᨭ

利ᐖᙜ⪅

大Ꮫ◊✲⪅ ᴗ⤒Ⴀ⪅

シー䝈 ニー䝈

➽の良さ
⣲ᮦと≺い

マネジメントの良さ

チー䝮の⬟力とពḧマ䝑チン䜾
ᨭ

つな䛞、ᴗ
化ຓゝ

ไ度利⏝
ᨭ

◊✲㈝⤂


ᴗィ⏬のጇᙜ性 実⾜力㛤Ⓨィ⏬のጇᙜ性

⤒Ⴀ⪅のุ᩿力

◊✲㈝交
（㛤Ⓨタഛᥦ౪）

マ䝑チン䜾ᨭシステ䝮

ไ度ㄝ᫂
ືᶵ䛡

コー䝕䜱ネー䝍の㓄⨨、
組織化と活ືᨭ、育成

第３⪅評価

ィ⏬స成
ᨭ

䝸ー䝎ーの力㔞

シー䝈Ⓨ᥀ヨ㦂
組織・
マネジメント

ᆅᇦとの交流

知㈈ᨭ咛
哃
咥
ไ
度
咁
育
成
◊
✲
咂
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 調査事はḟのとおり。 

 課題ྡ 
㸦アンࢲーラインは課題の␎⛠） 学ഃ㸦ᙜ時） 

⏘ഃ 
㸦事業化した

業） 

担ᙜプラザ、 
 テライトࢧ

ձ ㆤண㜵リࣅࣁリయ᧯インストラクター

⿵ຓロ࣎ットの㛤発 
⏘業ᢏ⾡⥲合研

究ᡤ ࣋ンチャー業 ࢧテライト

䭉ᇛ 

ղ ㏆㉥外⺯ගをᤕᤊする⾡中ࢤࣅࢼーࣙࢩ

ンカラーイ࣓ージングࢩステ࣒の㛤発 高知大学་学部 ་⒪機ჾ࣓ーカ ࢧテライト

高知 

ճ 自ᕫ⤌⧊化法を用いた⣽⬊増Ṫไᚚ機能

を᭷する་⒪デバイスの㛤発 
ᾏ㐨大学㟁子

科学研究ᡤ 大手業の子会社 プラザᾏ

㐨 

մ ఏ⤫་学とバイ࣓࢜ディカルᢏ⾡による

生活ᨵၿ㣗ရの㛤発 
見工業大学ᅜ

㝿交流センター ࣋ンチャー業 プラザᾏ

㐨 

յ ㉸高感ᗘ・㉸ᚤ㔞大⭠がࢇデ᩿ࢩステ࣒の

㛤発 
㝣ඛ➃科学ᢏ

⾡大学㝔大学 ་⒪系中ሀ業 プラザ石川 

ն ㉸高ゎീᗘ大ᆺᖹ㠃ධຊスキャࢼの㛤発

と画ീᮦ料᥎定ࢩステ࣒のᛂ用 
ி㒔大学大学㝔

工学研究科 大手業 プラザி㒔 

շ ㉸高精⣽大容㔞画ീの安定・ࢲイ࣑ࢼック

⾲♧⥲合ࢩステ࣒の㛤発 
ி㒔大学大学㝔

工学研究科 ࣋ンチャー業 プラザி㒔 

ո パラレル・ࢼノライティングࢩステ࣒の㛤

発とࢼノデバイスのᡂのᛂ用 
⚄ᡞ大学大学㝔

工学研究科 
 ンチャー業࣋
大手業 プラザி㒔 

չ ⣽⳦感ᰁ㜵Ṇをᐇ現する⏺㠃⼥ᆺ⤒⓶

デバイスの㛤発 

ᅜ❧ᚠ環ჾセ

ンター 
ᮾி工業大学 

 ンチャー業 プラザ大㜰࣋

պ 間ⴥ系ᖿ⣽⬊の安全性ุ定法とそれを用

いた⣽⬊⒪法の事業化 

ᗈᓥ大学大学㝔

་ṑ⸆学⥲合研

究科 

大手業の関ಀ会

社 プラザᗈᓥ 

 
 インタࣗࣅー調査のときに、JST イノ࣋ーࣙࢩンプラザ・ࢧテライトの科学ᢏ⾡コーディネータが

ಶ々のᢏ⾡㛤発プロジ࢙クトの目ᶆ㐩ᡂに、どのような要⣲について、その⛬ᗘ、㈉献したいかを聞い

ている。ᣲࡆた要⣲はḟのとおり。 
 ᥀の発ࢬーࢩの発᥀   㸸ඃれた大学等の研究ࢬーࢩ ¾
 ッチング࣐のࢬーࢽと業ࢬーࢩッチング    㸸大学等研究࣐ ¾
¾ 公的研究資金の情報㸸公的研究資金の情報ᥦ౪ 
¾ ᢏ⾡・ᕷ場情報  㸸関連ᢏ⾡・ᕷ場動向のᥦ౪ 
¾ 資金⋓得     㸸公的研究資金のᛂເ・᥇ᢥのຓゝ・ᨭ 
¾ 情報ඹ᭷化    㸸研究チー࣒内の目ᶆ・計画のඹ᭷化のᨭ 
¾ 見┤しᨭ    㸸目ᶆ・計画・యไの見┤しに関するຓゝ、ᨭ 
¾ その他      㸸 
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㸦㸰）調査の結果と分析 
 インタࣗࣅー調査に基づいて、ḟの⾲のようにᩚ理した。 

   

課題 

ၟ
ရ
化 

コーディネータの活動 

ࢩ
䤀
ࢬ
の
発
᥀ 

࣐
䣹
チ
ン
グ 

公
的
研
究
資
金 

ᢏ
⾡
・
ᕷ
場
情
報 

資
金
⋓
得 

情
報
ඹ
᭷
化 

見
┤
し
ᨭ
 

そ
の
他 

ᕷ
場

造
ᆺ 

中
ᑠ

業 

⿵ຓロ࣎ット × － C B － － － A  
生活ᨵၿ㣗ရ ۑ － － B － B A － B 
㺞㺼㺐㺣㺮㺍㺖⾲♧ ۑ － － － － － － － － 

大 スキャࢼ × A A B B A B －  

高
ᗘ
化
対
ᛂ
ᆺ 

中
ᑠ

業 

⾡中ۼ ࣅࢼ － B A B A A A  
⤒⓶デバイス ۔ － B A － A A A A 
㺣㺧㺵㺐㺡㺆㺻㺖㺼 ۔ － － － － C － －  

大
手

業 

⣽⬊་⒪法 ۔ － － B － B A B  
་⒪デバイス ۼ － － B － A B C  
がࢇデ᩿ ۼ － － － － － － －  
㺣㺧㺵㺐㺡㺆㺻㺖㺼 ۔ － － E － E － E  

A㸸ᴟめて大、B㸸やや大、C:㸸どࡕらともいえない、D㸸ややᑠさい、E㸸ᑠさい 
－㸸ヱᙜしない 

がࢇデ᩿はプロジ࢙クトの❧ࡕ上ࡆからၟရ化に⮳るまで、とࢇどプラザ・ࢧテライトが関与して

いない。これは௨๓から大学と業が連ᦠ関ಀあり、業のࢽーࢬからプロジ࢙クトが始まったという

⤒⦋で、プラザ・ࢧテライトഃは「⫱ᡂ研究」プログラ࣒をᥦ౪したにṆまった。業ഃがᕷ場ࢽーࢬ

を的確にᥗࢇでおり、それに対ᛂするᢏ⾡ࢩーࢬの㑅ᢥも㐺ษだったことが事業としてのᡂຌ要因であ

る。大手業が大学と連ᦠしてඹ同㛤発を行う一⯡的なケースである。 
により࣒テラス）は「研究㛤発資源活用ᆺ」プログラ࣐ック⾲♧㸦ア࣑ࢼイࢲ JST 本部がᨭしたケ

ースでプラザ・ࢧテライトの┤᥋的な㈉献がないとのことで、分析の対象から外した。 
その他の要因は、プラザ・ࢧテライトが㛤発の過⛬でண⟬の増㢠を行った、あるいは㛤発ᮇ間⤊ᚋ

も㛤発タを౪与したなどのᰂ㌾な対ᛂに対する評価である。㛤発計画の見┤しについて、チ࢙ックの

なかったプロジ࢙クトは見┤しのᚲ要性がなかった課題である。 
 
ձ 「がࢇデ᩿」のような外を㝖いて、他の事では、ၟရ化に対してコーディネータが㈉献して

いる。㈉献の多くは、公的研究資金に関する情報のᥦ౪やᛂເに関するຓゝᨭ、研究チー࣒内

の目ᶆ・計画等のඹ᭷化や目ᶆ・計画・యไの見┤しなどの内部調ᩚに関するᨭが重要だった。

コーディネータはၟရ化に向けた㛤発プロジ࢙クトをຍ㏿するゐ፹స用的な機能を果たしてい

たとゝうことはできる。 
ղ コーディネータの重要な役は大学の持つᢏ⾡ࢩーࢬと業の持つᕷ場ࢽーࢬの࣐ッチングに



― 467―

 4 

㸦㸰）調査の結果と分析 
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ースでプラザ・ࢧテライトの┤᥋的な㈉献がないとのことで、分析の対象から外した。 
その他の要因は、プラザ・ࢧテライトが㛤発の過⛬でண⟬の増㢠を行った、あるいは㛤発ᮇ間⤊ᚋ

も㛤発タを౪与したなどのᰂ㌾な対ᛂに対する評価である。㛤発計画の見┤しについて、チ࢙ックの

なかったプロジ࢙クトは見┤しのᚲ要性がなかった課題である。 
 
ձ 「がࢇデ᩿」のような外を㝖いて、他の事では、ၟရ化に対してコーディネータが㈉献して

いる。㈉献の多くは、公的研究資金に関する情報のᥦ౪やᛂເに関するຓゝᨭ、研究チー࣒内

の目ᶆ・計画等のඹ᭷化や目ᶆ・計画・యไの見┤しなどの内部調ᩚに関するᨭが重要だった。

コーディネータはၟရ化に向けた㛤発プロジ࢙クトをຍ㏿するゐ፹స用的な機能を果たしてい

たとゝうことはできる。 
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あると考えていたが、ᅇの調査では、࣐ッチングが᭷ຠに機能したケースは少なかった。大学

と業がおいに知り合っていて、とくにコーディネータの࣐ッチング活動がなくても、⏘学連

ᦠのプロジ࢙クトを自主的に❧ࡕ上ࡆることができる⤌ࡳ合ࢃせの方が、ၟရ化はᡂຌし᫆いこ

とを♧している可能性がある。とくに、業ഃがၟရ化に対して明確なイ࣓ージを持っていて、

それに㐺合する大学ഃのᢏ⾡をồめている場合は、ၟရ化のスࣆードが᪩くなると見ることがで

きる。なお、大学と業が知り合っているケースでは、⫱ᡂ研究௨๓に研究㛤発が行ࢃれている

場合があり、コーディネータが࣐ッチングから手がけた課題にẚて、ᐇ㉁的な⏘学ඹ同研究の

ᮇ間が㛗い場合があることも考慮するᚲ要はある。 
ճ 全యとしては、コーディネータの活動を㍈としたプラザ・ࢧテライトの㈉献は大きい。その中で、

公的研究資金に関する情報のᥦ౪やᛂເ・᥇ᢥに関するຓゝᨭ、研究チー࣒内の目ᶆ・計画等

のඹ᭷化や目ᶆ・計画・యไの見┤しなどの内部調ᩚに関するᨭが重要だった。 
  
㸱㸬コーディネータഃの意識 
㸦㸯）分析の方法 
科学ᢏ⾡⯆機構が⧳めた「⏘学ᐁ連ᦠイノ࣋ーࣙࢩンに向けたᣮᡓ͐JST イノ࣋ーࣙࢩンプラザ・

テライトのྲྀ⤌事集」㸦ᖹᡂࢧ 24 年 2 ᭶発行）の➨ 2 ❶ 科学ᢏ⾡コーディネータの⣲㢦、には、17
ேの科学ᢏ⾡コーディネータがᅾ職中にどのような活動を行ってきたかがそのேのಙ᮲や⤒Ṕもྵめ

て語られている。これはインタࣗࣅーグ者がコーディネータᙜேのཱྀ㏙に基づいて⧳めたもので、科学

ᢏ⾡コーディネータのᐇయとᙜேの意識を知る上で、貴重な資料と考えられる。 
このグ㏙内容から、科学ᢏ⾡コーディネータが行ってきたձ活動内容、ղ心構え、ճᙉࡳがఱであっ

たかをᩚ理してࡳた。 
㸦㸰）結果と考察 
 ཱྀ㏙内容の༊分はୗ⾲のとおり。ᙜேがゐれているものには、۔印をした。 
内容  コーディネータ A B C D E F G H I J K L M N O P Q 
๓Ṕ 
㸦㸻業、学㸻大学 

               学  

プロジ࢙

クト・セ

ッティン

グ 

㛤発構సり ۔ ۔ ۔  ۔ ۔ ۔  ۔  ۔ ۔ ۔ ۔ ۔ ۔ ۔ 
目ᶆタ定 ۔  ۔ ۔ ۔     ۔    ۔ ۔ ۔ ۔ 
チー࣒సり ۔ ۔ ۔ ۔    ۔ ۔ ۔   ۔ ۔ ۔ ۔ ۔ 
㐍䬖㺭㺦㺚㺼㺰㺻㺢 ۔       ۔       ۔ ۔  

事業化ᨭ  ۔     ۔ ۔ ۔  ۔    ۔   
知㈈関ಀの調ᩚ     ۔  ۔ ۔          
交流の場సり          ۔    ۔    
本ேの心

がまえ 
事業化指向 ۔    ۔  ۔       ۔ ۔   
ᆅ域㈉献 ۔ ۔ ۔      ۔ ۔ ۔     ۔ ۔ 
㹌㹕సり   ۔ ۔ ۔ ۔    ۔  ۔ ۔ ۔    

本ேのᙉ

 ࡳ
事業化の⤒験 ۔ ۔    ۔      ۔   ۔ ۔  
対ே能ຊ ۔   ۔ ۔ ۔    ۔ ۔  ۔ ۔ ۔  ۔ 

 その他、㹄Ặは特チにᙉい 
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全యとしてḟのⅬが指できる。 
¾ 17 ே中 16 ேがẸ間業でᢏ⾡㛤発の⤒験を᭷している。1 ྡは大学研究者。 
¾ 全ဨがプロジ࢙クト・セッティング㸦ࢽーࢩ、ࢬーࢬの࣐ッチングから㛤発目ᶆのタ定、⏘学連

ᦠయไと㛤発チー࣒సり、㐍䬖࣐ネジ࣓ントと計画の見┤しなど）すなࡕࢃ㛤発プロジ࢙クトを

సり上ࡆと㛤発目ᶆの㐩ᡂの全プロセスに重Ⅼを⨨いて活動していたことが❚える。事業化に対

しても重要な役を果たしたが多い。また、本ேがこれらのᡂ果にᙉい誇りを持っていること

が感じられる。 
¾ ⏘学連ᦠで知的㈈⏘に関するၥ題はそれど多くないが、㛤発チー࣒つくりでキーとなるケース

がある。 
¾ ྛコーディネータとしてとくに意識していたことは、研究㛤発の事業化、ᆅඖのこだࢃりとᆅ

域社会の㈉献、ே的なつながりసりに集⣙される。コーディネータ自㌟の持つே⬦も重要。 
¾ とくにᢏ⾡㛤発ᡂ果の事業化の⤒験とコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩン能ຊ、行動ຊがコーディネータのᡂຌ

要件と考えられる。 
¾ 本ேのキャリア、⬡㉁だけではなく、コーディネータのᆅについて、ไᗘ的なᨭは可Ḟの

ようである。 
 
㸲㸬ᚋの展㛤 
 ⏘学連ᦠを始め、」ᩘの異なる⤌⧊が一つの目的のୗにඹ同で研究㛤発を行う場合、中❧的、ᐈ観的

でఱらかのᶒጾけがなされたコーディネータのᏑᅾは、とくにᡃがᅜのࢼࣙࢩࢼル・イノ࣋ーࣙࢩ

ン・ࢩステ࣒の重要なキーࣇクターとなると考えられる。 
これまでの、ࢽーࢬとࢩーࢬを結ࡧける、あるいは大学と業を結ࡧける௰者として、コーデ

ィネータをタけるไᗘはいくつかᏑᅾした。しかし、コーディネータの᭷ຠ性とコーディネータの役、

それに㐺したேᮦの⫱ᡂ、さらにコーディネータの活動をᨭえる社会的インࣇラのあり方などについて

の調査研究はᚲずしも十分ではない。 
ᚋ、コーディネータについての⥲合的な調査分析を㐍め、ᚋのイノ࣋ーࣙࢩンᨻ策の参考になる

知見をᥦ出したい。 
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